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供給エア

使用温度範囲

0.4～0.7MPa（稼働中）

ノズル1個につき60L/min（ANR） 以上

Rc1/4

圧力

流量

配管接続口

5～50℃

給油する際に、切りくず等の異物がオイルポット・オイルタンクに入らないように注意してくだ
さい。

装置各機器はむやみに分解しないでください。特にポンプは分解すると定量吐出ができなくな
る等、故障の原因となることがあります。

エアフィルタを通した清浄なエアを使用してください。オイラー等を通したエアや水分の多いエ
アは使用しないでください。

油面がオイルポットの最低油量線※を下回らないように給油して下さい。油面が最低油量線
より下がると、ポンプがエアを吸って故障に繋がるおそれがあります。
※オイルタンクではオイルレベルゲージのLラインL

給油機のエアフィルタに水分や油分がたまったときは、ドレン抜きをしてください。

○弊社指定油剤（Bluebeシリーズ、MQuelシリーズ）を使用して下さい。指定以外の油剤の
ご使用は、装置の故障を引き起こす原因となる場合があります。

○揮発油など、引火点の低い油剤を使用しないでください。爆発や火災の原因になります。
○ミスト吐出の確認は、必ず工作機械を完全に停止させた状態で、給油装置を手動操作して

行って下さい。この確認を工作機械側の信号で給油装置を操作して行うと、工作機械の工
具や可動部分が同時に動いて、人が巻き込まれるおそれがあります。

誤った取り扱いをすると、重大な人身事故または物的損害を引き起こすおそれがあります。

注 意

安
全
上
の
ご
注
意

装
置
使
用
上
の
注
意
点

保
全
項
目

製品の保証は納入品単体の保証であり、納入品の瑕疵により誘発される二次損害は補償
外となります。保証期間はご指定場所納入後１年とし、その期間中に弊社保証規定により納
入者側の責と判定される故障を生じた場合は、その機器を無償修理いたします。なお当社純
正油以外をお使いの場合は、保証期間内であっても有償修理となります。

11年間年間保
証
お
よ
び

保
証
規
定

給油機取り付け時の注意

①給油機は水平に取り付けてください。

②FKタイプは正面から見て左側の蝶番で、ボックスの表裏が開く構造になっています。点検・整備の作業は箱を開いて行
いますので、次の条件を満たして取り付けて下さい。

1）装置の周囲にはボックスを最大限に開閉できるように、保守空間を確保して下さい。

2）配管・配線は、ボックスの開閉に支障がないように配置、固定して下さい。

運転前の準備

①オイルポットを取り付け、油剤を給油してください。

②エアを供給してください。（0.4～0.7MPa）

③下記を参照の上、エア量、油量を設定してください。

・エア量の設定：５ページ「エア量調整ツマミ」
・油 量の設 定：6ページ「ノズル１本／１時間あたりの油剤消費量」

出荷時の設定

吐出オイル量
油量調整ツマミ　：　ゼロ
パルスジェネレータ　：　1回／1秒

吐出エア量
エア量調整ツマミ　:　全閉
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トラブルシューティングノズルの構造
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ロックライン
ノズル 457mm

25～50mm
銅パイプ、ステンレスパイプ先端絞りノズルオイルチューブ端をロック

ラインの中心に止める部品
（ポジショナー）が入ってい
ます

オイルチューブの先端は
ノズル先端よりも必ず25
～50mm内側になって
います

油
量（

　）
mL/h

16

14

12

10

8

6

4

2

0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7 0

1周目 2周目 3周目油量調整ツマミ目盛り

ポンピング2秒
に1回

ポンピング3秒に1回

ポ
ン

ピ
ン

グ
1秒

に
1回

（
工

場
出

荷
時

の
設

定
）

起点（工場出荷時）
油量「0」設定ポイント
※1周目の「0」

パルスジェネレータ

ｌｌ　FK、JKタイプ　ｌｌ ｌｌ　FK、JKタイプ　ｌｌ

油量調整ツマミ

ノズル1本/1時間あたりの油剤消費量

ミストは出ているか

エア、油は出ているか

出ていない

はい

エアは出るが
油は出ない

ポンポン音がするか

する

解決しない場合

異常なし

（以下の①～③を確認）

原因

対処

ノズルの方向が悪い

ノズルの方向を調整
出ている

原因

対処

エア接続の不具合

供給エアが正常に接続されていなければ接続する
油もエアも
出ない

しない

①供給エア圧力はどの程度か

②オイルポットのふたの締め方に
　異常はないか

③給油された状態で運転したか

お買い求めの販売店へご相談ください

原因

対処

供給圧が低い・配管径が合っていないなど

供給圧の増圧・配管径を検討する
0.4MPa
以下

原因

対処

ポンプ

ポンプを交換

原因

対処

オイルポットのふたを強く締めすぎ、空気穴をふさいでいる

オイルポットのふたをゆるめる

0.4MPa
以上

異常あり

原因

対処

オイルポットに油のない状態で運転していた（エア噛み）

オイルポットに油をいれポンプを手動で作動させてエア抜きを行ってください。
ノズルの先端から油剤の吐出が確認出来たらエア抜きは終了です。

いいえ

原因

対処

パルスジェネレータ

パルスジェネレータを交換
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※性能向上のため、予告なく外観及び仕様を変更する場合があります。あらかじめご了承ください。

FUJI BC ENGINEERING CO., LTD.
3-1, SHIOIRI-CHO, MIZUHO-KU, NAGOYA, 467-0851 JAPAN

PHONE:+81-52-824-7784   FAX:+81-52-819-5474

最新の製品情報はホームページでご覧ください。　www.fuji-bc.com

本社 ／ 〒467-0851 愛知県名古屋市瑞穂区塩入町3-1
 TEL（052）824-7784 FAX（052）819-5474


